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原著
Ⅰ　問題と目的
投影描画法は，描画表現行為そのものがクラ
イエントに治療的意義を与える効果をもってい
るが，クライエントに単に絵を描かせれば良い
というものではない。何よりも，描画を媒介に
したクライエントとのコミュニケーションが重
要であり，その一つの方法として，半構造化さ
れた描画後質問（Post Drawing Interview；以
下PDI）がある。PDIとは，描画を媒体にして，
治療者がその描画についての問いかけを通して
クライエントにかかわることである。その重要
性について，田中（2007）は，“心理診断や心
理療法において用いられる描画法は，臨床家と
クライエントの双方が描画表現を通して，相手
に問いかけ語りかける相互対話的な関わりであ
る”と指摘し，その問いにお互いに応えていく
という二者の関係が心理療法的関係を育むと述
べている。同様のことを，高橋（2007）も，ク
ライエントが自分の描いた絵を治療者と共に眺
め話し合うことによってクライエントの洞察が
深まることを指摘し，描画を介した話し合いに
ついて，“PDIではなく，描画後の対話：Post 
Drawing Dialogue（PDD）と呼びたい”と述べ
ている。
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【要　約】
本研究は，卵画と洞窟画に関する描画後質問（Post Drawing Interview；以下PDI）の試案を
作成し，心理臨床への適用について検討した。投影描画法では半構造化されたPDIによる関与
が重要である。しかし，PDIの研究はほとんどない現状がある。本研究では，臨床心理士２名
の検討によって，物語の筋やプロットの把握ができるような順序構成に配慮して，卵画７項目，
洞窟画11項目からなるPDIを作成し，大学生60名を対象に調査を行った。PDI内容の比較検討
のため，気分調査票（８因子40項目）および自己イメージ尺度（３因子20項目SD法）を実施
した。４事例の描画とPDI結果を提示し，その内容を検討した。卵画・洞窟画のPDIにおいて，
卵画では身近なイメージ，洞窟画では遠くのイメージに感じる傾向がうかがわれた。洞窟画の
PDIのχ2検定の結果，洞窟に住みたいかどうかということと洞窟の広さとの間に有意な偏りが
見られ，広い洞窟には住みたくないと語られることが多いことがわかった。本研究において，試
案した卵画・洞窟画PDIが，描画だけでは読み取ることができない描画内容について，一定程
度，簡便に聴取できることがわかった。また，PDIの意義について，言語的に意味が付与され
ることで描画内容をより詳しく吟味でき，描画の意味理解を補うものであることを考察した。
キーワード：卵画， 洞窟画，半構造化面接，描画後質問，投影描画法
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PDIによるかかわりは，非言語表現であり無
意識的な内容の含まれている描画表現が言語化
されることによって，描画だけでは把握できな
かったクライエントの心理を深く理解するため
の情報が得られる。クライエントにとっても，
自分の描画表現を言語化することにより，自分
の今まで気づかなかった問題を意識化するきっ
かけにつながる場合もあり，それによってクラ
イエントの自己洞察や自己理解も深まると考え
られる。
このPDIの効果については，主にHTP法に
お い て 言 及 さ れ て い る も の が 多 い。Buck
（1948）は，PDIについて，“描画後質問方式は，
被験者の描いた３枚の描画とその各描画の情況
に関する彼の意味づけ，解釈，連想が得られる
だけでなく，それ以外の投影もできる機会を被
験者に与える”と述べており，クライエントが
PDIによって自己への気づきを得られる効果に
ついて指摘している。またHammer（1953）
は，“HTPテストの言語的側面（描画後質問）は
人格を表す絵の内容を詳しく説明するための適
切な情報を提供する”と述べている。高橋
（1974）も“被検者が表現している独特の意味
や問題を知るために，きわめて重要な役割をも
っている”と論じている。同様に，三上（1995）
は，“非言語的・創造的・非構造的な描画と，統
覚的・構造的な言語による二つの面から，パー
ソナリティにアプローチすること”がクライエ
ント理解に有意義であると述べている。しか
し，PDIの研究は，近年，新井・田中（2006）
や高橋（2007），天満ら（2008）の研究がみら
れるぐらいで，本邦ならびに諸外国の描画研究
において，描画を媒体にしてその内容を半構造
的に聴ききながら関与するPDIの研究はほとん
どみられない。
筆 者 ら（2003，2008） は， こ れ ま で 田 中
（1995）が考案した投影描画法の卵画と洞窟画
における描画内容を分析するために，両技法で
表現された描画内容のコード化を試み，卵画と
洞窟画の印象分析における自己イメージと描画
反応との関連などについて研究を行ってきた。
また，最近の研究では，投影描画法における
PDIの研究に取り組んできており，HTP法の
PDI短縮版（新井・田中，2006）および家族画
のPDI（鈴木・田中，2008），今と将来法のPDI
（藤田・田中，2010）を作成し，その成果を日
本描画テスト・描画療法学会で発表している。
本研究では，卵画・洞窟画に関するPDIの試案
を作成し，卵画・洞窟画において見られるPDI
の反応傾向について，描画表現に対する感情や
態度および自己イメージの観点から検討し，試
案した卵画・洞窟画のPDIの臨床への適用につ
いて検討することを研究目的とする。
Ⅱ　方　法
１　卵画と洞窟画のPDI作成
新井・田中（2006）がBuck（1948）のHTP
法のPDIを参考にして作成したPDI短縮版を元
に，臨床心理士２名の検討によって，物語の筋
やプロットの把握ができるような順序構成に配
慮して，卵画７項目，洞窟画11項目からなる
PDIを作成した（Table 1）。
２　調　査
⑴ 調査対象
都内のＡ大学に通う大学生60名。対象者60
名のうち，有効回答のあった53名（男性18名，
女性35名）を対象に分析を行った。対象者の平
均年齢は20.96，SD=3.397であった。
⑵ 調査期間
2009年10月から11月
⑶ 実施方法
集団法により対象者を２人１組のペアにし，
交互にセラピスト役，クライエント役となり卵
画･洞窟画を授業時間中に実施した。描画実施
前に気分調査票（８因子40項目），自己イメー
ジ尺度（３因子20項目SD法）を実施したのち，
10分間のインターバルとして，描画についての
説明をした上で，描画を行った。まず，楕円枠
をペアのそれぞれに描かせ，それを相互に交換
をさせて，田中（1995）の教示方法に基づいて
卵画，洞窟画の順に描画を行うよう教示した。
調査は２週にわたって実施し，交互にセラピス
ト役，クライエント役となり，描画後にはセラ
ピスト役が半構造化面接によるPDIを聴取し
た。これを２回（卵画・洞窟画）行った。
⑷ 使用尺度
①　気分調査票
 　坂野・福井・熊野・堀江・川原・山本・野
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村・末松（1994）による。主観的な気分状態
を多面的に測定するための尺度で，「緊張と
興奮」，「爽快感」，「疲労感」，「抑うつ感」，「不
安感」の５因子からなる40項目の尺度であ
る。
②　自己イメージ尺度
 　田中・土田・今野・丹（2008）にて作成し
た，25項目からなるSD法による質問紙であ
る。「活動性」，「理知性」，「包容性」の３因子
からなる。
⑸ 倫理的配慮
回答を拒否する権利があること，結果は統計
的に処理し研究以外には使用しないこと，希望
者には結果のフィードバックをすることなどを
事前に教示し，描画の論文掲載の確認も取っ
た。また，結果の管理に十分注意を払うことも
伝えた。
Ⅲ　結　果
１　 卵画・洞窟画PDIの反応出現数と反応間の
関連
⑴ 卵画と洞窟画の身近さについて
卵画および洞窟画のPDIにおいて共通に聞い
ているものの一つに，描かれたものに対する身
近さについて尋ねる項目がある。これは描出し
た絵を身近なものとしてとらえるかどうかを検
討するものである。PDIの中に明確に言及され
なかった６件を除いて，卵画・洞窟画それぞれ
のイメージの遠近についてまとめた。その結
果，Fig.1のように，卵画は身近に，洞窟画は遠
くに感じる傾向がうかがわれた。これを卵画−
洞窟画の遠近を組み合わせ，集計したものが
Fig.2である。これによると最も多かったのは
卵画を身近に感じ，洞窟画を遠くに感じるパタ
ーンであった。ついで，両者を共に近いもの，
あるいは遠いものとして感じるパターンが同数
見られた。最も少なかったのは，卵画を遠くに
Table1　卵画・洞窟画のPDI
卵画PDI
１． あなたが描いたものは何ですか？
２． これは，近くにいる感じ？　それとも遠くにいる感じ？（そう感じる理由は？）
３． これがうまれて一番はじめに出会うものは何（誰）ですか？
４． もしも何（誰）かと出会ったら，いっしょに何をすると思いますか？
５． これが必要としているものは何だと思いますか？（その理由は？）
６． これが成長して大きくなったら，どのように変わると思いますか？
７． これを見て，何か思いつくことや思い出すことはありますか？
洞窟画PDI
１． あなたが描いた洞窟はどんな所で，どんなイメージを描いたのですか？
２． この洞窟のなかは，広いですか？深さはどれぐらいですか（奥行き何メータ）？
３． この洞窟には，どんな天候が似合いそうですか？（晴れ，曇りなど）
４． この洞窟に，いま風が吹いているとしたら，どちらから吹いていますか？（右，左，上など）
風の強さは？（強風，そよ風，など）
５． この洞窟で暮らしてみたいと思いますか？（その理由は？）
６． この洞窟で暮らしはじめたら，まず最初に何をしますか？
７． ここに誰か（もしくは何か）たずねてきますか？　それとも誰も（何も）やってきませんか？
８． もし，誰か（何か）がたずねてきたら，いっしょに何をしますか？
９． この洞窟は印象としてあなたの近くにある感じですか，それとも遠くにある感じですか？
10．絵のなかで，あなたが1番好きなものはどれですか？　その理由を教えてください。
11．この洞窟の絵から，何か思いつくことや思い出すことはありますか？
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感じ，洞窟画を身近に感じるパターンであった
（Fig.2）。
⑵ 卵が成長したらどうなるか
卵画に描かれたアイテムが成長してどのよう
になるかについて訊ねたところ，成長の達成，
変化なし，失敗の３つのパターンに大別できた
（FIg.3）。もとのPDIに ｢成長｣ と言う表現を含
んでいるためか，ほとんどの対象者が，何らか
の形で卵画のアイテムが大きくなったり，育っ
たりするとしていた。中には ｢無機物なので変
化しない｣ など，大きくなっても変わらないも
のもみられた。これらに対して ｢このように大
きくなってほしい｣ とする願望や，それが達成
できなかったとする反応がみられたが，反応と
しては稀であった。
⑶ 洞窟の大きさ
洞窟の大きさについてはせまい，ひろいの
他，どちらといえない中間的な広さの３つに分
類した。その結果，描かれた洞窟の大きさにつ
いては，大きな偏りは見られなかった（Fig.4）。
ただし，描画上推察される広さよりも広い，あ
るいは狭いとするPDI反応も少なからず見られ
た。
⑷ 天　候
洞窟画における，外の世界の天候について
は，ほとんどが晴れ，ないしはやや雲がかかっ
ているが晴れといった，好天と答えるものが多
かった（Fig.5）。曇りや雨，雪といった悪天候
はほとんど見られなかった。また，結果にはな
いが，洞窟の外の天気と中の天気について言及
する反応もわずかながら見られた（「外は晴れ
ているが中は曇っている」など）。
⑸ 洞窟に住みたいか
｢この洞窟で暮らしてみたいですか｣ という
項目について，「住みたい」と答えたものは26.5
％で，全体の３割程度であり，「住みたくない」
卵画
達成 せまい 中間 ひろい変化なし 未達成・失敗
卵画近
洞窟画近
卵画近
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Fig.1　描画イメージの近さの比較
Fig.3　卵の成長 Fig.4　洞窟の広さ
Fig.2　描画に対する遠近の組合わせ
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は48.2％であった。「一時滞在」は25.3％で，「行
くのはいいが住みたくない」や「しばらくいる
のはいいけど，住みたくはない｣ など，訪問や
一 時 的 な 滞 在 を す る と い う 反 応 で あ っ た
（Fig.6）。
⑹ 来訪者
洞窟に誰かがたずねてくるかについての項目
については，誰かが訪ねてくるとする反応が62
％と多かった。ただし，訪ねてくるのは一様で
はなく，友達や家族，見知らぬ人や動物などさ
ま ざ ま で あ り， 対 象 の 数 も 異 な っ て い た
（Fig.7）。
２　PDI項目による各尺度の比較
それぞれのPDI項目（卵･洞窟の遠─近，卵の
成長，大きさ，天候，洞窟住みたさ，訪ねてく
る人の有無）を独立変数とし，自己イメージ，
感情状態の各尺度を従属変数とした１元配置分
散分析を行ったが，いずれの項目についても，
有意な主効果は見られなかった
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Fig.5　天候（洞窟画）
Fig.7　洞窟に訪ねてくる人の有無
Fig.6　洞窟に住みたいか
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３　PDI項目の関連について
洞窟画のPDIのうち，洞窟に住みたいかどう
かと洞窟のひろさ，天候，たずねて来る人の有
無についてクロス集計をし，χ2検定を行った。
その結果，住みたいかどうかと洞窟の大きさの
間に有意な偏りが見られ，広い洞窟は住みたく
ないと語られることが多いことがわかった
（Table 2, 3, 4）。
Table 2  住みたい×誰か来ますかのクロス表
 
 
誰かたずねてきま
すか 合計
くる こない
こ の 洞
窟 に 住
み た い
ですか
住みたくない 13 8 21
滞在･訪問 12 3 15
住みたい 9 7 16
合計 34 18 52
χ2＝2.117　n.s.
Table　3　住みたい×天候のクロス表
 
 
天候
合計
好天 曇天 悪天
こ の 洞
窟 に 住
み た い
ですか
住みたくない 17 2 2 21
滞在･訪問 13 2 0 15
住みたい 12 1 2 15
合計 42 5 4 51
χ2＝2.220　n.s.
Table 4　住みたい×洞窟大きさのクロス表
 
 
洞窟の大きさ
合計
せまい 中間 ひろい
こ の 洞
窟 に 住
み た い
ですか
住みたくない 6 3 12 21
滞在･訪問 8 6 1 15
住みたい 5 5 6 16
合計 19 14 19 52
χ2＝10.06, p<.05
４　事　例
投影描画法は，描画表現そのものとそれを媒
体にした語りが重要であるので，実際の描画デ
ータとPDIの反応を事例的に提示する。今回は
紙面の関係上，４事例の提示を行う。PDIの結
果から，描画表現だけではとらえきれないイメ
ージが表現に内在していることがわかった。
４　事例
⑴ 事例１　21歳女性（Fig.8）
卵画では，卵の殻から「晴れた昼の世界のお
花畑」と「雨の降る夜の世界」が表現された。
左側の昼の晴れの世界には，太陽が照り，植物
が生い茂り蝶も飛んでいる。一方，右側の夜の
雨の世界では，雲から降る雨の空を走る列車と
夜空の星とが描かれた。PDIでは，「これは自分
の中のなごみ」だと語り，「近いけど，いつでも
行けるわけじゃない。トトロみたいな，気持ち
しだいで見えなくなるから。見える人の紹介が
ないと見に来られない。一見さんお断りだ」と
説明した。初めて出会うものは，「チケットが当
たった人で，その人はまず汽車に乗る」，必要な
ものは適度な風。「空気が（機関車の煙で）にご
りそうだから」だと説明した。また，「この卵が
成長すると，ゼンマイも増えて星も増えるな
ど，世界がより豊かになっていくようだ」とも
語った。絵から思いつくことは，「アニメの999
の車掌さんと鳥の鳴き声を思い出す」，と豊か
な 幻 想 的 な イ メ ー ジ の 世 界 を 展 開 し た。
（Fig.9）
洞窟画では，青い空と大地に開けはなたれた
ドアが一つだけ立っており，ドアの外側には別
の世界が広がっている幻想的な風景が表現され
た。PDIでは，「この洞窟は中は快適で，外は大
地が続いているけど何もない所。洞窟は一軒家
の一階分の空間で，４～５区画に分かれてい
る。天気は春っぽい晴れで穏やか。風は中から
外，後ろから前に向かってそよ風が吹いてお
り，イメージとしては春の風」，だと語った。暮
らすことについては，「暮らしてもいい」と語る
が，「さっぱりしてるから積極的には住みたく
ないけど，ドアでどこでもいけるならこざっぱ
りした住み家としてありかな」とも語った。洞
窟の中ですることは「昼寝」。ここやってくるも
のは，「たまに友達が来る。知らない人も来そ
う。その人たちとは，ご飯を一緒に食べる。一
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緒におどる。みんなが食料を持ってくる」と説
明した。イメージとしては近い絵。この絵の好
きなところは，「広大な空。空が好き。視界をさ
えぎるもののない空が好き」だと語った。絵の
感想としては，「食料がないので，卵画の卵がこ
ろがりこんできたらいいな」と語った。
⑵ 事例２　20歳女性（Fig.10）
卵画は，かわいらしいタッチで，しかし鋭い
牙と爪の生えた恐竜が描かれる。恐竜など怪獣
のモチーフは，生物反応として出現しやすい反
応である。PDIでは，「これは赤ちゃんの恐竜」
で，イメージとしては「近くにいる感じ」。初め
て出会うのは，「自分（私）で，一緒に散歩をす
る」と語った。ほほに紅が少しついており，な
にやら吠えているかのようなアニメ表現がなさ
れており，赤ちゃんと言うより青春期の年齢相
応の自画像表現として受け取れる。必要なもの
は，「母親で，それは人間の社会に生まれたか
ら。特に赤ちゃんなのでなおさら必要だ」，と赤
ちゃん恐竜に自己投影して，母親を求めている
状態を語った。これが成長したら，「恐怖になり
ます」とコメントした。描画の感想は，「こうし
たイメージをするのは，小さい時に見た映画に
影響されるのだと思った」と語り，描画表現によ
って，赤ちゃんイメージと同様に幼い頃の何か
をイメージしている様子がうかがえた。（Fig.11）
洞窟画では，調査時期と重なる「クリスマス
の雪の夜にサンタがプレゼントを配る様子」が
描かれた。PDIでは，「これは寒い頃で，クリス
マスのイメージ」だと説明した。洞窟の広さは，
「せまくて，1LDKくらいだけど，奥行きは50m
くらいある」と語った。外の天気は雪で，風は
ない。暮らしてみたいかどうか尋ねると，「は
い，暗くて狭いのが好き」と答えた。暮らすに
あたっては，「一応，洞窟を調べる」。洞窟に訪
ねてくるものは，「兄弟で，やってきたら一緒に
トランプをする」。イメージとしては「遠くにあ
る」。絵の中で好きな部分は「雪だるま」で，作
りたいのが理由だと語った。
⑶ 事例３　22歳女性（Fig.12）
卵画では，卵が割られてフライパンで「目玉
焼き」にされる描画が表現された。PDIでは，
自分に近いイメージの目玉焼きで，「生まれて
すぐフライパンで焼かれる。成長しない卵で，
有精卵であれば良かった」と語られた。成長し
ない無精卵であるゆえに焼かれて食べられてし
まうという自己否定的な自己像が表現されてい
ると推測された。（Fig.13）
洞窟画では，生物の一切いない無機的な部屋
をのぞき見をしているという抑うつ的な絵が描
かれた。また，内側の壁の色も真っ黒に塗られ
ている。通常，洞窟画では風景表現が多いが，
これは稀な「閉塞型」の反応といえる。PDIに
よると，「押入れに開いた小さな穴から部屋を
見ている絵で，幅1.5m×奥行き1mの空間」だ
と説明した。「外は雨で，風はなく」，「気温はぬ
るい」。この空間は自分に近いイメージで，中は
せまくて温かく，「部屋を監視できる」ので住ん
でいたい。「反対側にいる人がたまに訪ねてく
るが，自分は一切かかわらない」。「足りないも
のが何かあるはずだが，それは何かわからな
い」と，内閉的な独自の世界を語り，他者との
交流は拒否され，世界との交流はのぞき穴から
世界を垣間見るだけで，その先には生命のない
世界が広がっているさまが鮮明に語られた。
⑷ 事例４　23歳女性（Fig.14）
卵画は，絵に慣れたタッチの表現であり，卵
の殻をカラフルに彩色し，「残念でした」と言い
ながら，卵から「ハズレのびっくり箱」が出て
くる描画が表現された。PDIでは，「びっくり
箱。開けるとびよーん」であり，「イメージとし
ては近く，開けると驚く（生まれた瞬間，自分
が驚く）が，「残念でした」とあって残念な思い
になる」，「初めて出会うのは自分で，卵をつつ
いたら生まれた」と語った。生き物ではないの
で，一緒に何かをするとことはない。「これが必
要とするものは驚ろかす対象だけど，一度生ま
れてしまったので、もう驚かせない。成長する
こともない」と説明した。そして描画のイメー
ジについて，「クリスマスカラー。欲しくない。
ひとにもあげたくない。中心のピエロのイメー
ジを恐くしたかった。表と裏で色が違うリボン
があると良い。卵は大きいけど何か嫌だ。描い
ているとき，あまり楽しくなかった。同じよう
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な卵があっても，もうつつかない」と，描かれ
た明るい描画とは裏腹に自分の描画に対して無
価値感や不快感を語り，描画表現によって思わ
ぬ自己イメージに直面し，とまどっている様子
がうかがわれた。（Fig.15）
洞窟画では，寒色系で空と大地と樹氷だけの
寒々しい風景が描かれた。PDIによると，「寒い
白夜」の描画であり，「洞窟の広さは６畳くら
い。天気は晴れで，風は左から右へと吹いてい
る。風は強めで，吹雪までいかないくらい」と
説明した。洞窟で暮らすことについては，「食べ
物が無く，死にそうだから嫌だ」と語り，「もし
暮らすとしたら，火を焚いて，食べ物があった
ら食べて寝る」とも語った。「洞窟には誰も訪れ
ず，人も寄り付かない」と語り，内閉的な状態
を語った。しかし，「暮らしてみると，（親から）
“帰れ”と言われると思うけど，景色が見たいか
ら残る」，と住みたくはないが親の指示には従
わないといった親への両価的な言及をした。イ
メージとしては，「すごく遠いところにある」と
語った。絵の好きな部分は，「空のグラデーショ
ン。うまく塗れたから。空を見るのはぼちぼち
好き」と語り，人気がなく食べ物もない寂しい
自分の描画表現に距離をとりつつも，その寂し
い風景に惹かれる思いもあることから，自己に
対する両価的な心理の存在が推測できる。
Ⅳ　考　察
１　投影描画法におけるPDI作成の意義
卵画と洞窟画の両技法は，もともと二つの描
画を表現をさせるだけでなく，描画後に二つの
絵を結びつけて物語作りをするまでの一連の過
程がある。昨今，臨床場面において描画とナラ
ティブに言及した研究が多く見られるようにな
ってきているが，心理査定や心理療法におい
て，絵を描かせてその絵の物語を作らせること
がナラティブというものではない。むしろ，ク
ライエントの描画表現にどのように関わり，描
画を媒体にしてクライエントが何を語り，そし
てクライエントと描画体験全体を通して，何を
どれぐらい共有するのかが重要なのである。そ
のことについて，田中（2006）は，“描画療法
は描画を媒介にした対話にほかならない”と述
べ，“その描画に秘められているクライエント
の心の声に耳をすまし，その描画表現をクライ
エントと共に眺め，共に感じるところに，描画
療法における治療的コミュニケーションの意義
がある”と指摘している。
実際の心理臨床場面において卵画・洞窟画技
法を用いる場合，両技法の描画表現だけを実施
し，物語を作る時間がないこともよくある。そ
れは，心理臨床場面が絵を描かせその物語を作
らせるだけで，クライエントの話を聴くための
時間を割かずに，クライエントを帰すわけには
いかない場合が多いからである。やはり，どの
ような描画法を用いる臨床場面においても，ク
ライエントの話を受けとめる時間配分はどうし
ても必要になる。あるいは，心理療法の初期段
階の治療関係が熟していない場合において，描
画表現までは可能であっても，描画を用いた物
語作りや描画表現に対する説明などの言語化が
困難な事例もある。また，治療経験の浅い臨床
家の場合，クライエントに一方通行的に描画か
ら物語作りをさせるよりも，PDIを用いること
によってクライエントに関与した方が治療関係
を構築しやすい場合が多いのではなかろうか。
天満ら（2008） は，高橋（1974）が“PDIは
一定の質問をする必要はなく，描かれた絵にあ
わせてPDIを実施していけばよい”と指摘して
いることを受けて，“各描画テストにあわせた
特定のPDIはないと考えられる”と指摘してい
る。筆者らも，天満らの見解には異論がない。
確かに，投影描画法の関与にとり重要なこと
は，クライエントの描画体験過程そのものに対
する治療者の「臨機応変な態度」があげられる
（田中,2001）。また，高橋（1974）の言うよう
に“描かれた絵に合わせてPDIを実施”するこ
とが望ましいのだが，初心者の心理臨床家の場
合，それがなかなかできにくのが現状だと思わ
れる。
今まで，筆者らがさまざまな投影描画法の
PDI作成を考案してきたのは，上述した初心者
の心理臨床家にとって臨機応変な態度での関与
が難しいことに加えて，心理臨床家とクライエ
ントの両者にとって，負担の少ない描画を媒介
にした関与方法の目安として，投影描画法には
半構造化されたPDIの関与が望ましいと考えた
からである。
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２　卵画と洞窟画のPDIについて
今回，卵画と洞窟画のPDI試案を作成し，卵
画・洞窟画の描画表現に対するPDIからどのよ
うな内容が得られるかについて調査を行った結
果，今までの卵画・洞窟画の物語作りによる事
例研究や両技法の描画反応のコーディングの研
究からは把握できなかった両技法における描画
内容を把握することができた。本研究において
試案した卵画・洞窟画PDIにより，描出された
描画表現だけでは理解できない意味が絵のなか
に内在しており，PDIに対して語られる内容
は，絵に描かれていない内容が付与されること
が認められる。このPDIを一定の半構造的な枠
組みにおいて聞くことによって，語りの内容を
比較検討することが可能になると考えられる。
また，今回試案したPDIの特徴は，描画との距
離や関係，イメージの温かさ，自己イメージな
ど，描画からだけでは読み取りにくい意味を簡
便に聞き取ることができる点だといえる。
卵画PDIの特徴として，描画表現が身近なイ
メージとして語られやすく，成長変化を問う質
問内容が含まれているため，「小さな怪獣が大
人しい親切な怪獣になって，海を越えて未知の
旅へ出かけてゆく」というような未来志向的な
モチーフや成長のモチーフが語られる傾向が認
められる。また，卵画PDIでは，初めて出会う
対象が描画者自身である場合が多く，その瞬間
の自己像を色濃く投影されいるように思われ
る。
一方，洞窟画PDIでは，自分よりも遠くのイ
メージとして感じる傾向が大きく，天候，風向
き，寒暖，距離，住みやすさ，他者との交流な
ど，描画表現を補う語りの内容が得られると共
に，描画者が抱いている内的世界が投影されや
すいと考えられる。描画表現における天候につ
いて，Buck（1948）は，“多くの被験者がこの
質問に対する答えで，自分たちの一般的な環境
が援助的で親和的であるのか，それとも圧迫的
で敵対的であるのかといった感情を天気の状態
で表明したとしても別に驚くことではない”と
述べており，同様にCathy（1990）も，児童臨
床では，描画表現のなかの天候状態が子どもの
心の状態をあらわすことを指摘している。今回
の洞窟画の天候が晴天の多かったことは，健常
な青年期の大学生が被験者であったためであろ
う。また，洞窟の広さは，広いもの，中間，狭
いものは同程度であったが，χ2検定の結果に
おいて，住みたいかどうかと洞窟の大きさのと
の関係において，広い洞窟には住みたくないと
語られることが多かった。中井（1995）は，
HTP法の家の描画について，「住まうものとし
ての身体」の自己像を表すのではないかという
仮説を出し，「身体の住み心地の善し悪し」によ
って示される自己像と病理との関係について示
唆している。洞窟画の住み心地感はあまり広く
ない方が望ましいという結果から，個人が安心
して「住まうものとしての自己イメージ」を抱
ける空間はほどよい狭さが望ましく，それは
PDIで「住まうイメージ」を求められることに
よって，描画者が自分を暖かく包みこむような
安心感のもてるイメージを洞窟空間に求めてい
るからではないかと考えられる。
また事例では，調査対象が青年期の大学生で
あったこともあり，空想的で幻想的なテーマや
依存と独立のテーマ，他者との交流に悩む内閉
状態のテーマや孤独感，自己受容への両価的テ
ーマなど，青年期特有のいくつかのテーマが表
現されている。特に，PDIによって，卵画と洞
窟画のそれぞれの描画表現にはひとつの物語が
含まれていることが理解できる。そのことは，
描画に含まれている物語について，PDIがひと
つの物語における筋やプロット（story line）の
流れを聞くように，描画者のPDIの語りが聞け
るPDI構成になっていることが必要である。本
PDIは，物語プロット把握のためのPDIの順序
構成について検討して作成されており，事例の
結果をみると，まだ十分とは言えないが，臨床
応用が可能ではないかと思われる。
今まで述べてきたことより，PDIの意義は，
一見するとそうだとはわからない描画の意味に
ついて，言語的に意味が付与されることで描画
内容をより詳しく吟味することができ，描画の
意味理解を補うものであるといえる。このこと
は，高橋（2007）も，“クライエントの描いた
絵をより深く理解するためには，絵の目隠し分
析による解釈ではなく，PDIが大切である”と
指摘し，総合的な描画理解のためにはPDIが必
要だと述べている。
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３ 　卵画と洞窟画のPDIの心理臨床場面への応
用に向けて
本研究において，卵画・洞窟画PDIの試案は，
描画だけでは読み取ることができにくい描画内
容について，一定程度、簡便に聴取できること
がわかった。心理臨床場面において，物語を作
る時間がない，あるいは物語をたずねることや
自由に物語を作ることが困難な場合において，
本PDIを用いることで，描画のもつ意味につい
て理解を深めることができるものと考えられ
る。
しかし，本PDIを実際の心理臨床場面で用い
るにあたっては，上述した臨機応変な態度が望
まれる。たとえば，試案したPDI項目の全てを
実施するのではなく，クライエントの状態によ
っては，聞くべきでない項目や必要のない項目
については質問から除外すべきであろう。ま
た，本PDI項目に含まれていない内容を聞く必
要性やPDIに対する言語反応について掘り下げ
て聞かねばならない場合もあることに注意を払
わなければならないだろう。
本研究は，調査人数が限られていることに加
えて，調査対象者が健康な青年期の大学生だけ
であり，治療者−クライエント役を心理臨床家
ではない彼らが行っているため，事例からも推
測できるように，心理臨床の実際場面ならばも
っと掘り下げて聞かねばならない情報が得られ
ていない。その意味では，本PDIはまだ試案段
階のものだといえる。
今後の課題として，卵画・洞窟画PDIの反応
と他の心理尺度の関連を調査するなど，より一
層の妥当性の検討が必要だと考えられる。ま
た，PDIのパターンと物語の関連性やPDI実施
が描画者の描画体験やその物語におよぼす影響
についても検討し，より精度の高いPDIとなる
よう検討を重ねていく必要がある。特に，本研
究は一対一場面での模擬面接の形を取ってはい
るが，基本的には集団場面での調査研究であ
る。今後の大きな課題として，個別法による質
的な研究によるPDIの効果研究に加えて，実際
の心理臨床場面において本PDIをどのように使
用していくかを慎重に検証していくことが重要
だと思われる。
付　記　本研究は平成21年度の目白大学特別
研究費の助成を受けて行われた。
謝　辞
本研究の調査に協力してくれた本学心理カウ
ンセリング学科の絵画療法の講座を受講した学
生諸君に感謝する。また，描画反応の取り込み
およびデータ入力に協力してくれた本学心理学
研究科臨床心理学専攻修士課程の三浦志乃さ
ん，貝沢智くん，栗原八弥さんの各位に心より
感謝したい。特に，英文要約の校閲を賜りまし
たロサンジェルスで個人開業されているアート
セラピストの高田円先生ならびに独立行政法人
国立成育医療研究センター・こころの診療部の
水島栄先生に深く感謝します。
【引用文献】
新井智幸・田中勝博（2006）．HTP法におけるPost 
Drawing Interrogationに関する研究　日本描画
テスト・描画療法学会第16回大会抄録集, 46
Buck, J. N.（1948）．The H-T-P Technique ─ A 
Qualitative and Quantitative Scoring Manual. 
Journal of Clinical Psychology, Monograph 
Supplement,5, Brandon, Vermont. （バック, J. N. 
加藤孝正・荻野恒一（訳）（1982）　HTP診断法
　新曜社）
Cathy, M. （1990）．Breaking the Silence : Art 
therapy with children from violent homes. New 
York : Brunner/Mazel （キャシー・マルキオディ
角山富雄・田中勝博（監訳）（2002）．被虐待児
のアートセラピー　─絵から聞こえる子どもの
声─　金剛出版）
藤田彩恵子・田中勝博（2010）．「今と将来」法の個
別導入による探索的研究　日本描画テスト・描
画療法学会第20回大会抄録集, 49
Hammer, E.（1953）．The role of the H-T-P in the 
prognostic battery Journal of Clinical Psychology, 
9, 371─374.
三上直子（1995）．S-HTP法─統合型HTP法の臨床
的・発達的アプローチ　誠信書房
中井久夫（1995）．家族の深淵；重層体としての身
体　みすず書房
坂野雄二・福井和美・熊野宏昭・堀江はるみ・川原
健資・山本晴義・野村 忍・末松弘行（1994）．新
しい気分調査票の開発とその信頼性・妥当性の
田中・土田・今野・丹・赤坂
卵画と洞窟画における描画後質問（PDI）の作成に関する研究
11
検討 心身医学, 34, 629─636
鈴木澄香・田中勝博（2006）．DAFにおける描画特
徴に関する研究─Porotの家族が分析方法および
PDI分析を用いて─　日本描画テスト・描画療法
学会第18回大会抄録集, 34
高橋雅春（1974）．描画テスト入門─HTPテスト　
文教書院
高橋依子（2007）．描画テストのPDIによるパーソ
ナリティの理解─PDIからPDDへ　臨床描画研
究, 22, 85─98.
田中勝博（1995）．卵画と洞窟画 ─臨床描画におけ
る楕円枠空間の研究─（第１報）．臨床描画研究 
Ⅹ：151─168
田中勝博（2001）．芸術療法と表現病理；非行を対
象としたスクウィグル　臨床精神医学2001年増
刊号, 135─143　アークメディア
田中勝博・今野裕之・小佐野綾（2003）．卵画と洞
窟画の基礎研究（1）─楕円枠線画刺激による描
画促進に関する研究─　目白大学人間社会学部
紀要, 3, 77─96
田中勝博（2006）．ナラティブと心理療法─描画と
ナラティブ─絵が語るもの臨床心理学, 6, 101─
106
田中勝博（2007）．心理療法における道連れとして
の描画法─描画療法における渾然一体化につい
て　臨床描画研究, 22, 2─11.
田中勝博・土田恭史・今野裕之・丹　明彦（2008）．
卵画と洞窟画における印象分析に関する研究─
自己印象評定および自己イメージとの関連から
─　目白大学心理学研究紀要, 4 , 49─61
天満弥生・石田弓・内海千種（2008）．人物画テス
ト２枚法の臨床的有用性の検討─自己理解を促
す「描画後の質問」の考案─　徳島大学総合科学
部人間科学研究, 16, 145─163
【図表一覧】
Table1　卵画・洞窟画のPDI
FIG.1　描画イメージの近さの比較
FIG.2　描画に対する遠近の組合わせ
FIG.3　卵の成長
FIG.4　洞窟の広さ
FIG.5　天候（洞窟画）
FIG.6　洞窟に住みたいか
FIG.7　洞窟に訪ねてくる人の有無
Table 2　住みたい×誰か来ますかのクロス表
Table 3　住みたい×天候のクロス表
Table 4  住みたい×洞窟大きさのクロス表
Fig.8　卵画「昼と夜のなごみの世界」（近いイメー
ジ）
Fig.9　洞窟画「大空と大地にある異界へ通じる扉」
（近い−住みたいイメージ）
Fig.10　卵画「恐竜の赤ちゃん」（近い−依存と独立
イメージ）
Fig.11　洞窟画「雪の降るクリスマスの夜とサン
タ」（遠い−住みたいイメージ）
Fig.12　卵画「目玉焼き」（近い−成長しないイメー
ジ）
Fig.13　洞窟画「押入にあいた穴から見える部屋」
（近い−住みたいイメージ）
Fig.14　卵画「ハズレのびっくり箱」（近い−成長し
ないイメージ）
Fig.15　洞窟画「寒い白夜に立つ樹氷」（遠い−住み
たくないイメージ）
─2011. 9. 28 受稿, 2011. 10. 26 受理─
目白大学心理学研究　第８号　2012年12
Research of trial production on Post Drawing Interview (PDI) of 
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【Abstract】
This study draws conclusions from the semi-structured Post Drawing Interview（PDI）
research for projective drawing techniques：Egg Drawing and Cave Drawing Technique. A 
survey on 60 University students was conducted using a trial production PDI with 7 
questions on the Egg Drawing Techniques and 11 questions on the Cave Drawing 
Techniques. As a result of this study, it was indicated that while participants generally felt 
close to the image of the egg drawing, the cave image was distant. In addition, the results of 
the PDI from the cave drawings suggested that there was a strong correlation between the 
size of the cave and how pleasant or comfortable it felt to the individual. The larger the cave, 
the more hesitancy existed for an individual to see the cave as a viable dwelling. Developing 
this trial PDI allowed researchers to read the drawing as a story, with greater possibilities 
for applications in clinical psychological practices..
keywords :  egg drawing technique, cave drawing technique，semi-structured interview，
Post Drawing Interview（PDI），projective drawing technique
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